
報告資料
モデル地区におけるコミュニティ生活圏形成
への取組

  取り組みスケジュール 

 ①現地調査・ヒアリング

 ②ワークショップ１回目

  ＊住民懇談会（五城目町）

 ③ワークショップ２回目

  ＊住民懇談会（五城目町）

 ④５市町報告会 

 ⑤全県報告会（本日）

   モデル地区

 横手市 山内地区

 大館市 山田地区

 男鹿市 男鹿中地区

 五城目町 馬場目地区

 羽後町 仙道地区
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                       項目

市町村 地区

人口
（人）

世帯数
（戸）

高齢化率
（％）

集落・自
治会の数

横手市
山内地区 3,199 1,201 44.2 13

大館市
山田地区 572 205 45.6 ９

男鹿市
男鹿中地区 1,091 629 53.2 10

五城目町
馬場目地区 872 371 52.3 13

羽後町
仙道地区 927 302 42.0 20

モデル地区の人口データ（令和元年12月末時点）



人口分析１「2019年 年齢構成」

• 男性1,547人 女性1,717人 合計3,264人
• 65～69歳の348人が最大
• 0～4歳の74人が最小
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横手市
山内地区



人口分析２
「2014～2019年 年齢階層別増減率」

　

• 5～14歳男性、35～39歳女性、50～54歳女性が増加
• 20～34歳は大幅に減少
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横手市
山内地区



人口分析１「2019年 年齢構成」

• 男性289人 女性309人 合計598人
• 65～69歳の69人が最大
• 20～24歳の10人が最小
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大館市
山田地区



人口分析２
「2014～2019年 年齢階層別増減率」

　

・０～９歳女性が増加
・15～29歳は一貫して減少
・34～54歳に一部、増加

6

大館市
山田地区



人口分析１「2019年 年齢構成」

• 男性571人 女性527人 合計1,098人
• 65～69歳の142人が最大
• ０～４歳の５人が最小
• 20～40代の男性比率は自衛隊の影響 7

男鹿市
男鹿中地区



人口分析２
「2014～2019年 年齢階層別増減率」

　

・15～24歳は自衛隊員の転入が影響で増加
・それ以外は減少傾向
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男鹿市
男鹿中地区



人口分析１「2019年 年齢構成」

• 男性417人 女性469人 合計886人
• 65～69歳の108人が最大
• 10～14歳の12人が最小
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五城目町
馬場目地区



人口分析２
「2014～2019年 年齢階層別増減率」

　

• 5～9歳、40～44歳の子とその親世代が増加
• それ以外はほぼ、全体的に減少
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五城目町
馬場目地区



人口分析１「2019年 年齢構成」

• 男性453人 女性498人 合計951人
• 65～69歳の112人が最大
• 0～4歳の16人が最小
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羽後町
仙道地区



人口分析２
「2014～2019年 年齢階層別増減率」

　

• ５～９歳女性、55～59歳女性が増加
• それ以外は全体的に減少
• 20～24歳男性 25～34歳女性の減少が目立つ
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羽後町
仙道地区



ワークショップ１回目～定住増加目標づくり
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横手市山内地区（55名）

男鹿市男鹿中地区（45名）

五城目町馬場目地区（40名） 羽後町仙道地区（39名）

大館市山田地区（61名）



年齢 人口増加要因 人口減少要因

0～4
• 結婚・出産ラッシュ
• 共働きで子守を頼むため幼子を連れて

実家に帰ってきた

• 結婚する人が少なく出生減
• 小児科医が少ない

５～9
• 離婚により子どもを実家に連れて

きた
• 街中に家族で引越し

10～14 • 中学校がなくなって引越し

15～19
• 地域外へ進学・就職
• 通える学校がない

20～24
• 店の跡継ぎとして • 市内、他県へ就職

• 女性は結婚し転出

25～29
• 親と同居（子育ての協力） • やりたい仕事が地元にない

• 結婚して地域外へ
• 子の教育環境を求めて地域外へ

30～34
• 出産のため
• 地元の良さに気づいた
• 親と同居（子育ての協力）

• 子どもの進学と同時に転出

ワークショップ１回目の成果①
「年齢階層別増減率」の背景と要因１
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全５地区
要約・抜粋



年齢 人口増加要因 人口減少要因

35～39
• 30歳を過ぎると里心がついてくる
• （女性）離婚してＵターン
• 結婚による転入

• 子どもの進学と同時に転出

40～44
• スローライフを求めて転入
• 子育て環境を求めて転入

• 子どもの進学と同時に転出
• 田舎が嫌になって

45～49 • 子どもを連れて女性が帰郷 • 子どもの進学と同時に転出

50～54
• 親の介護
• 田舎で暮らすため早期退職

• 女性は離婚して転出

55～59
• 親の介護 • 地域外の子どもの家へ

60～64
• 定年帰郷
• 家を守るため

• 退職後、雪のない所へ移住
• 地域外の子どもの家へ

65～
• 施設入所
• 地域外の子どもの家へ

ワークショップ１回目の成果①
「年齢階層別増減率」の背景と要因２
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全５地区
要約・抜粋



ワークショップ１回目の成果②
「人口安定化に向けた定住増加シナリオ」
               班
項目 A B C D Ｅ 単

位

■取り戻す・来てもらう世帯数と人数（毎年）目標

20代若夫婦
現実型 0.5 ０ 0.2 １ 0.2

組

理想型 １ ０ 0.5 ３ １

30代子連れ夫婦 
現実型 0.3 １ 0.2 １ 0.3

理想型 １ ５ 0.2 ３ 0.5

60代定年夫婦
現実型 １ ２ ２ １ 0.5

理想型 １ ２ ２ ３ １

合計人数
現実型 ４ ７ ５ ７ 2.4

人
理想型 ７ 19 5.6 21 5.5 16

男鹿市
男鹿中地区



参考
現在の減少が続いた場合の人口予測
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男鹿市
男鹿中地区

• 2039年には現在の約半数
の579人に減少



ワークショップ１回目の成果②
「人口安定化に向けた定住増加シナリオ」

■20代１組 30代１組 60代１組

・人口は650人前後で安定化
・高齢化率は徐々に減少
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男鹿市男鹿中地区
Ｄ班 現実型



参考
現在の減少が続いた場合の小・中学生数の予測
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男鹿市
男鹿中地区

• 2039年には現在の約６割の
12人、2044年以降は一桁に



ワークショップ１回目の成果②
「人口安定化に向けた定住増加シナリオ」

・2029年から増加、2039年には現在の1.7倍

20

男鹿市男鹿中地区
Ｄ班 現実型

■20代１組 30代１組 60代１組



ワークショップ２回目～「地元天気図」
課題編と解決編
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横手市山内地区（56名）

五城目町馬場目地区（35名） 羽後町仙道地区（28名）

男鹿市男鹿中地区（40名）

大館市山田地区（61名）
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見えて
きた
共通の
課題

①農業分野等、旧来の集落単位の活動が目立つ
②「コミュニティ生活圏」をつなぐ人材、組織の強化
③次世代、特に女性が集う・営む場づくりが急務

テーマ 30代女性が定住するとしたら

＜前半・課題編＞
• 地元関係図を元に地域の強みを高

気圧、弱みを低気圧で表現
• 主体間の関係性が強ければ温暖前

線、弱ければ寒冷前線で表現

＜後半・解決編＞
• 弱みを補うための検討
• 強みをより活かすための検討
• 将来はこういう地域にしたいとい

う思いを具体的に表現



より広域を活動範囲（山内地区）とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（自治会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と
同等の範囲を活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

飲食店・
カフェ

商店

企業

宿泊
施設

道の駅

小学校

保育園

自治会
13

地区会議

４

公民館

会館・
分館

コミュニ
ティセン

ター

￥

￥
自主防
災組織

13

消防団

9

単位老人
クラブ

班

多数

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥
婦人会

麓友会
（三又）

横手市
森林組合

観光わ
らび園

より広域を活動範囲とする団体
中学校

高校

横手市
社協

￥
９ 26

山内福祉
センター

福祉協
力員会

その他任
意団体

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

各種サーク
ル、教室

￥

いきいき
サロン

民生委員、
主任児童

委員

2

山内連合
婦人会

多数

４

２

7 8

多数

５以上

2

31

9

山内地域
老人クラ
ブ連合会

委員選出（多数）

集落営農
(三又)

直売所

小学校
PTA

さんない
保育園

保護者会

中学校
PTA

２

15

山内民生
児童委員
協議会

￥

￥￥ ￥

役員選出役員選出

￥

￥

生活支援
協議体

さんない
生活支え
あいたい

￥

￥(補助)

￥(補助)

多数多数

￥(補助)

多数

六区共有
財産管理
委員会
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 横手市山内地区
地元関係図



より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（山田地区）

より小さなコミュニティ（自治会等）
と同等の範囲を活動範囲とする団体

より小さなコミュニティ（常会等）と
同等の範囲を活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

山田
部落会

自治会

￥

￥

山田地域づ
くり協議会
□文化部会
□体育部会
□環境部会
□教宣部会

中山間集落協
定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

ナカラ会

老人ク
ラブ

婦人会

向山公園
桜の会

獅子踊り
保存会

民生委員

福祉委員

子供会

田代グリー
ンツーリズ
ム推進協会

自主防
災組織

その他任
意団体

田代公
民館山
田分館

大館市社会福
祉協議会

（田代事務所）

企業

宿泊
施設

山田地区
入会地整
備協議会

地域支え合
い推進会議
（第２相）

集会所

９

旧田代地
区婦人会

小学校

中学校

保育所

ジンジョ
様

3

￥

￥

役員選出

役員選出

９ ９

2

7

委員選出

役員選出
（４）

役員選出
（3）

役員選出

役員選出

役員選出

役員選出

3

10

大館市支え合
い推進会議
（第1層）

￥

￥

￥

￥

役員選出

役員選出
消防団

班
多数

役員選出

田代公民館
山田分館

￥
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 大館市
山田地区

地元関係図



より広域（男鹿中地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と
同等の範囲を活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

男鹿中
出張所

おが東海
岸推進
協議会

男鹿中地域
おこし会

公民館

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

３ 11

商店
４

企業

10

水産組合
（浜間口）

２

民生委員

地区体協

町内会
会長会

市嘱託職員

町内会・
自治会

集会所

￥￥

男鹿中
振興会
□役員会

￥

地区社協

￥￥
市民憲章

推進協議会

￥￥

各種サーク
ル、教室

交通安全
協会

こまち会
（山田）

浜の
そば

役員選出

委員選出

委員選出

理事・評議員選出

役員選出 委員選出

￥￥

班

５

２

８

10

多数

多数
会計

会計

役員選出
防犯協会

男鹿中老
人クラブ
連合会

GB
ビジネス

消防団

なまはげ
保存会

委員選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

25

 男鹿市
男鹿中地区
地元関係図



入居企業9

より広域（馬場目地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と
同等の範囲を活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

馬場目地区
文化交流セ

ンター

サポート
委員会

馬場目地
区町内会
□役員会

町内会

杉沢
ファー
ミング

地域活性
化支援セ
ンター

内藤
商店

婦人会
地区老人
クラブ

シェアビ
レッジ

単位老人
クラブ

９
水利組合

６

農業関係
組織

3

集会所

地区
社協

２

各婦
人会

企業

盆城
庵

清流
の森

６

班（組）

多面的機能集
落協定団体

￥

￥￥ ￥

￥

構成員選出

町内会・自治会の構成例

蓬内台
町内会
・総務部
・会計部

・山林・土木部
体育部

中村
町内会
・総務部
・農政部
・産業部

・体育文化部

役員選出役員選出

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

民生委員
キイチゴ
研究会

５～10

７ ３

多数 多数

6

￥杉沢文化
交流セン

ター

中山間集落
協定団体

1

￥

小学校
PTA

￥

￥

サロン
グループ

13

消防団

3

多数

￥（補助）￥（補助）

￥（補助）
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 五城目町
馬場目地区
地元関係図



せんどう
こども園

 羽後町仙道地区
地元関係図

より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ

より小さなコミュニティ（自治会等）
と同等の範囲を活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

高校中学校

高瀬
小学校

集落

20

仙道地区
振興会

□役員会
□委員会

多面的機能集
落協定団体

中山間集落
協定団体

￥

上仙道
振興会

集会所

祉協
仙道支会

民生委員

GBビジネス
仙道支部

自主防災
組織

11

仙道
公民館

企業

18

生産森林
組合

９

３ ７

10以上

￥
事務員

祇園山
スキー場
運営委員会

委員選出

委員選出

民謡研究会

委員選出

委員選出
設立

行政連絡員(20)

￥

￥

雪まつり
実行委員会

仙道
てんぽ

委員選出(3)

仙道地区
スポーツ
振興会

3
老人クラブ

交通安全協
会仙道支部

委員選出

２

委員選出

委員選出

委員選出
仙道
青年会

せんどう
こども園
父母の会

仙道
番楽団住民運動会

実行委員会

￥
（２）

仙道地区
生産森林
組合連合会

子どもを
守る会

高瀬
小学校PTA

代表取締役

仙道
加工研究
グループ

JAこまち
女性部
仙道支部

委員選出

委員選出

代表

消防
第８分団

委員選出

仙道
郵便局

羽後町
役場

高瀬ケア
センター

委員選出

中央
公民館

委員選出

委員選出

高瀬
駐在所

その他
任意団体

委員選出

会計

委員選出

会計

会計

会計

￥

かっち
サロン

加工所

ポプラ館
￥

￥

会計

委員選出

￥

￥

￥

仙人会

￥

会計

￥

￥

（２）

￥ ￥

￥

おひさま会￥

羽後町
社協

￥（交付金）

町民憲章

￥（補助）

￥
（補助）
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F班 前半

より広域を活動範囲（山内地区）とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（自治会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

飲食店・
カフェ

商店

企業

宿泊
施設

道の駅

小学校

保育園

自治会
13

地区会議

４

公民館

会館・
分館

コミュニ
ティセン

ター

￥

￥
自主防
災組織

13

消防団

9

単位老人
クラブ

班

多数

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥
婦人会

麓友会
（三又）

横手市
森林組合

観光わ
らび園

より広域を活動範囲とする団体 中学校

高校

横手市
社協

￥
９ 26

山内福祉
センター

福祉協
力員会

その他任
意団体

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

各種サーク
ル、教室

￥

いきいき
サロン

民生委員、
主任児童

委員

2

山内連合
婦人会

多数

４

２

7 8

多数

５以上

2

31

9

山内地域
老人クラ
ブ連合会

委員選出（多数）

集落営農
(三又)

直売所

小学校
PTA

さんない
保育園

保護者会

中学校
PTA

２

15

山内民生
児童委員
協議会

￥

￥￥ ￥

役員選出役員選出

￥

￥

生活支援
協議体

さんない
生活支え
あいたい

￥

￥(補助)

￥(補助)

多数多数

￥(補助)

多数

六区共有
財産管理
委員会

働く
場所

子育て世代だ
から

高

低

低

低

子どもと関
わりがある
ようだが、
関わりが薄
いので活動
内容が分か
らない

低

興味があると
入りやすい

子育て育児サー
クルがある

時間が取れないの
で参加出来ない

参加する年代に
なっていない

高

低

高

低

忙しい等でお
祭りの世話役
等のなり手が
いない

子どもの行事
との重複で参
加しづらい

• 上の年代の人の方
が参加しやすい

• 家長が参加してい
る

知り合いの参加率が
低いので行きづらい

お祭りには参
加している

低
関わりが薄い

普段関わ
りがない

家で作っ
ていると
わざわざ
行かない

働く
場所

子育て
支援

若い
お母さん
集い場

30代女性
集い場

子育て
支援

若い
お母さん
集い場

30代女性
集い場

 横手市
Ｆ班 前半
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より広域を活動範囲（山内地区）とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（自治会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

飲食店・
カフェ

商店

企業

宿泊
施設

道の駅

小学校

保育園

自治会
13

地区会議

４

公民館

会館・
分館

コミュニ
ティセン

ター

￥

￥
自主防
災組織

13

消防団

9

単位老人
クラブ

班

多数

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥
婦人会

麓友会
（三又）

横手市
森林組合

観光わ
らび園

より広域を活動範囲とする団体 中学校

高校

横手市
社協

￥
９ 26

山内福祉
センター

福祉協
力員会

その他任
意団体

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

各種サーク
ル、教室

￥

いきいき
サロン

民生委員、
主任児童

委員

2

山内連合
婦人会

多数

４

２

7 8

多数

５以上

2

31

9

山内地域
老人クラ
ブ連合会

委員選出（多数）

集落営農
(三又)

直売所

小学校
PTA

さんない
保育園

保護者会

中学校
PTA

２

15

山内民生
児童委員
協議会

￥

￥￥ ￥

役員選出役員選出

￥

￥

生活支援
協議体

さんない
生活支え
あいたい

￥

￥(補助)

￥(補助)

多数多数

￥(補助)

多数

六区共有
財産管理
委員会

職場はあえ
て山内以外
に通う

子育て世
代団体

職場
働く
場所

市民
菜園

休耕田を活用

休耕田を教える
活動補助金支給

定住の
窓口

山村留学の受入れ

定住の
窓口

発展させる

子育て
支援

若い
お母さん
集い場

30代女性
集い場

定住の
窓口

 横手市
Ｆ班 後半
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より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（山田地区）

より小さなコミュニティ（自治会等）と同等の範囲を
活動範囲とする団体

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

山田
部落会

自治会

￥

￥

山田地域づ
くり協議会
□文化部会
□体育部会
□環境部会
□教宣部会

中山間集落協
定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

ナカラ会

老人ク
ラブ

婦人会

向山公園
桜の会

獅子踊り
保存会

民生委員

福祉委員

子供会

田代グリー
ンツーリズ
ム推進協会

自主防
災組織

その他任
意団体

大館市社会福
祉協議会

（田代事務所）

企業

宿泊
施設

山田地区
入会地整
備協議会

地域支え合
い推進会議
（第２相）

集会所

９

旧田代地
区婦人会

小学校

中学校

保育所

ジンジョ
様

3

￥

￥

役員選出

役員選出

９ ９

2

7

委員選出

役員選出
（４）

役員選出
（3）

役員選出

役員選出

役員選出

役員選出

3

10

大館市支え合
い推進会議
（第1層）

￥

￥

￥

役員選出

役員選出
消防団

班
多数

役員選出

高齢化して少な
い人数
準老人クラブに
なっている

活躍している
夜の見回り大
会など

修学旅行生を
受け入れる人
が少ない

頼りになる
連絡網がある

活動が活発なの
で他の父兄とす
ぐ仲良くなれる

共同作業でき
る人が少ない

どんな活動を
しているかわ
からない

住民どうしのつ
ながりが希薄に
なっている

いろいろと活動し
ている
婦人祭、文化祭他

お盆なのでたくさ
ん人が集まる
上の年代と子ども
の交流

伝統芸能に参加さ
せたい
地域に溶け込みや
すい

参加できる人数
が減っている

クリスマスツ
リーを楽しみ
にしている

各団体様々な
年代が集まる

赤ちゃんから安
心して預けられ
る場所がある

高

高高

高

高

高
高高

低
低

低

低

低

低

田代公民館
山田分館

￥

センターが新しく
キレイになったら
良いなあ

低

30

 大館市
Ａ班 前半



より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（山田地区）

より小さなコミュニティ（自治会等）と同等の範囲を
活動範囲とする団体

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

山田
部落会

自治会

￥

￥

山田地域づ
くり協議会
□文化部会
□体育部会
□環境部会
□教宣部会

中山間集落協
定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

ナカラ会

老人ク
ラブ

婦人会

向山公園
桜の会

獅子踊り
保存会

民生委員

福祉委員

子供会

田代グリー
ンツーリズ
ム推進協会

自主防
災組織

その他任
意団体

大館市社会福
祉協議会

（田代事務所）

企業

宿泊
施設

山田地区
入会地整
備協議会

地域支え合
い推進会議
（第２相）

集会所

９

旧田代地
区婦人会

小学校

中学校

保育所

ジンジョ
様

3

￥

￥

役員選出

役員選出

９ ９

2

7

委員選出

役員選出
（４）

役員選出
（3）

役員選出

役員選出

役員選出

役員選出

3

10

大館市支え合
い推進会議
（第1層）

￥

￥

￥

役員選出

役員選出
消防団

班
多数

役員選出

小学校
体育館

バス会社

産直ハウス

市営住宅

働く
場所

子育て
支援

若い
お母さん
集い場

30代女性
集い場

定住の
窓口

定住の
窓口

働く
場所

田代公民館
山田分館

￥

コミュニティ
カフェ

30代女性
集い場若い

お母さん
集い場

31

 大館市
Ａ班 後半



より広域（男鹿中地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

男鹿中
出張所

おが東海
岸推進
協議会

男鹿中地域
おこし会

公民館

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

３ 11

商店
４

企業

10

水産組合
（浜間口）

２

民生委員

地区体協

町内会
会長会

市嘱託職員

町内会・
自治会

集会所

￥￥

男鹿中
振興会
□役員会

￥

地区社協

￥￥
市民憲章

推進協議会

￥￥

各種サーク
ル、教室

交通安全
協会

こまち会
（山田）

浜の
そば

役員選出

委員選出

委員選出

理事・評議員選出

役員選出 委員選出

￥￥

班

５

２

８

10

多数

多数
会計

会計

役員選出
防犯協会

男鹿中老
人クラブ
連合会

GB
ビジネス

消防団

なまはげ
保存会

委員選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

低

低

低

低

高

高

高

高高
後継者不
足

後継者不
足

婦人会組
織 各種行
事に参加

地域交流
の場

山間地の
農地維持

学童保育拠
点がない

高齢者の
生きがい
と収入

伝承と活
動資金

後継者不
足

 男鹿市
Ｃ班 前半
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より広域（男鹿中地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

男鹿中
出張所

おが東海
岸推進
協議会

男鹿中地域
おこし会

公民館

中山間集落
協定団体

多面的機能集
落協定団体

￥ ￥

３ 11

商店
４

10

水産組合
（浜間口）

２

民生委員

地区体協

町内会
会長会

市嘱託職員

町内会・
自治会

集会所

￥￥

男鹿中
振興会
□役員会

￥

地区社協

￥￥
市民憲章

推進協議会

￥￥

各種サーク
ル、教室

交通安全
協会

こまち会
（山田）

浜の
そば

役員選出

委員選出

委員選出

理事・評議員選出

役員選出 委員選出

￥￥

班

５

２

８

10

多数

多数
会計

会計

役員選出
防犯協会

男鹿中老
人クラブ
連合会

GB
ビジネス

消防団

なまはげ
保存会

委員選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

理事選出

農地集積による
効率化、法人化

農業法人

男鹿中の里

定住の
窓口

男鹿中コミュ
ニティバス

子育て
支援

若いお母さん
集い場

30代女性
集い場男鹿中

集いの場

カフェ＆
  スナック

働く場

企業

働く
場所

 男鹿市
Ｃ班 後半
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入居企業9

より広域（馬場目地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

馬場目地区
文化交流セ

ンター

サポート
委員会

馬場目地
区町内会
□役員会

町内会

杉沢
ファー
ミング

地域活性
化支援セ
ンター

内藤
商店

婦人会
地区老人
クラブ

シェアビ
レッジ

単位老人
クラブ

９
水利組合

６

農業関係
組織

3

集会所

地区
社協

２

各婦
人会

企業

盆城
庵

清流
の森

６

班（組）

多面的機能集
落協定団体

￥

￥￥ ￥

￥

構成員選出

町内会・自治会の構成例

蓬内台
町内会
・総務部
・会計部

・山林・土木部
体育部

中村
町内会
・総務部
・農政部
・産業部

・体育文化部

役員選出役員選出

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

民生委員
キイチゴ
研究会

５～10

７ ３

多数 多数

6

￥杉沢文化
交流セン

ター

中山間集落
協定団体

1

￥

小学校
PTA

￥

￥

サロン
グループ

13

消防団

3

多数

￥（補助）￥（補助）

￥（補助）

地域にインパクト
をもっと与える存
在になって欲しい

需要があ
る

釣り客がい
つも宿泊

遠方からも観光
で訪れる
三平の家、ネコ
バリ岩など

視察は多いけど
地元の人にとっ
て敷居が高い

地元の人が
使っていない

馬場目地域の施
設をもっと使っ
てもらいたい

婦人が元気だと
地域が元気！！
公民館と連携し
て色々と活動し
ている

ゲートボール
生き生き体操
など

役員会、
サロンな
ど使用も
ある

地域の人がもっ
と利用してくれ
るといいが

働く人が少な
い（高齢化）

各集落によっ
て活動内容が
違う

生産者が
少ない

活動的で
まとまり
がある

小学校はないが
ＰＴＡは年に２
～３回集りバー
ベキューなども

低

低

低
低

低

低高

高

高
高

高

高

高

台

他の集落へのモ
デルケースに
なってほしい

高

 五城目町
Ｂ班 前半
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入居企業9

より広域（馬場目地区）を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ（町内会等）

より小さなコミュニティ（常会等）と同等の範囲を活
動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

自主防
災組織

馬場目地区
文化交流セ

ンター

サポート
委員会

馬場目地
区町内会
□役員会

町内会

杉沢
ファー
ミング

地域活性
化支援セ
ンター

内藤
商店

婦人会
地区老人
クラブ

シェアビ
レッジ

単位老人
クラブ

９
水利組合

６

農業関係
組織

3

集会所

地区
社協

２

各婦
人会

企業

盆城
庵

清流
の森

６

班（組）

多面的機能集
落協定団体

￥

￥￥ ￥

￥

構成員選出

町内会・自治会の構成例

蓬内台
町内会
・総務部
・会計部

・山林・土木部
体育部

中村
町内会
・総務部
・農政部
・産業部

・体育文化部

役員選出役員選出

その他任
意団体

各種サーク
ル、教室

民生委員
キイチゴ
研究会

５～10

７ ３

多数 多数

6

￥杉沢文化
交流セン

ター

中山間集落
協定団体

1

￥

小学校
PTA

￥

￥

サロン
グループ

13

消防団

3

多数

￥（補助）￥（補助）

￥（補助）

直売所

カフェ

ランチルーム

地元の人が働く
場所になれば

野菜
総菜

働く
場所

定住の
窓口

30代女性

集い場

若い
お母さん
集い場

子育て
支援

へき地
保育所・学童

若い
お母さん

集い場

働く
場所

子育て
支援
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せんどう
こども園

より広域を活動範囲とする団体

地域づくりを行う基本コミュニティ

より小さなコミュニティ（自治会等）と同等の範囲を
活動範囲とする団体

コミュニティ 福祉 農林（漁） 防災子育て・教育その他

高校中学校

高瀬
小学校

集落

20

仙道地区
振興会

□役員会
□委員会

多面的機能集
落協定団体

中山間集落
協定団体

￥

上仙道
振興会

集会所

祉協
仙道支会

民生委員

GBビジネス
仙道支部

自主防災
組織

11

仙道
公民館

企業

18

生産森林
組合

９

３ ７

10以上

￥
事務員

祇園山
スキー場

運営委員会

委員選出

委員選出

民謡研究会

委員選出

委員選出
設立

行政連絡員(20)

￥

￥

雪まつり
実行委員会

仙道
てんぽ

委員選出(3)

仙道地区
スポーツ
振興会

3
老人クラブ

交通安全協
会仙道支部

委員選出

２

委員選出
委員選出

委員選出
仙道

青年会

せんどう
こども園
父母の会

仙道
番楽団住民運動会

実行委員会

￥
（２）

仙道地区
生産森林

組合連合会

子どもを
守る会

高瀬
小学校PTA

代表取締役

仙道
加工研究
グループ

JAこまち
女性部

仙道支部

委員選出

委員選出

代表

消防
第８分団

委員選出

仙道
郵便局

羽後町
役場

高瀬ケア
センター

委員選出

中央
公民館

委員選出

委員選出

高瀬
駐在所

その他
任意団体

委員選出

会計

委員選出

会計

会計

会計

￥

かっち
サロン

加工所

ポプラ館
￥

￥

会計

委員選出

￥

￥

￥

仙人会

￥

会計

￥

￥
（２）

￥ ￥

￥

おひさま会￥

羽後町
社協

￥（交付金）

町民憲章
￥（補助）

￥
（補助）

台

低高

運営への参加少

定住の
窓口

買い物

②

②

②

①

①

除雪の支援

高瀬
駐在所

低

低 低

低

低

わくわく

高瀬ケア
センター

③

④

①

高

高

高
高

高

高

若い
お母さん
集い場

働く
場所

子育て
支援

スキーを楽しめる、学べる

地域とのつながり

無くしてはいけない

老後の安心

交通安全

利用者が少ない
低

遠くて通学が困難

距離がある

定住窓口

食品の特産品
とクラフト特
産品の開発
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